
　規模に関わらず、林業では作業や通行のた
めの道を作ることが大切になります。
　自伐型林業の道は幅が2.5ｍ程度であり、小
型機械で作業を行うため、山へのダメージも
少なくすみます。山の地形に合わせ、何十年
も使い続けることができるよう道作りが行わ
れます。
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自伐型林業をはじめたきっかけ
　環境活動に関心を持ち、様々な
活動を行う中で、自伐型林業のこ
とを紹介してくれる人と出会いま
した。そこで興味を持ち、その人
の活動を手伝い始めました。その
うち技術を向上させたいと感じる
ようになり、研修を受けて本格的
に自伐型林業を学びました。

意義ある活動を自らのホームで
　当初は福井市の友人を手伝うつ
もりで研修を受けていたのです
が、「私のホームは勝山市では？こ
の活動を勝山市でやらなくていい
のか？」と考えるようになりまし
た。
　勝山市で自伐型林業に取り組む
ために自分で団体を作ろうと思い、
2024年に「もりのこみち　かつや
ま」を設立しました。

自然の恵みを活用する
　自伐型林業では、山にある木や
岩などを活用して何十年も続く道
を作っていくことができます。
　もともとエネルギーや環境問題
に関心があった私にとって、そこ
にあるものを使うという手法が私
の価値観にピッタリ来ました。ま
た、山から生み出される薪やきの
こ類、山菜なども魅力的です。

　勝山市で自伐型林業に取り組む先駆者のひとり、大久保さんからお話を伺いました。

勝山でも始まった自伐型林業

　作業時間などを比較的自由に調整しやすい自
伐型林業では、他にやりたいことをやりながら
取り組む兼業型が基本スタイルになっています。
　農業や観光、地域資源を使った仕事と組み合
わせたり、ほかにメインとなる仕事をしながら
副業として取り組んだり、自分に合わせた柔軟
な働き方を選択できます。

自伐型林業の道作りの基準
・道��幅:2.5ｍ
・切り高:1.4ｍ
崩れにくい道
（崩れても修復しやすい）

道作りでは、道の左右の木もできるだけ残して
活用。残した木は日光を遮り草の繁殖を防ぎ、
雨の直撃から道を守る傘の役割を果たします。

小さな林業 『自伐型林業』 
少人数で取り組む

特 集  森を生かす人たち

　大規模な林業の手が届かない森を守り、育てる
ことができる取り組みの一つとして、「自伐型林
業」が全国各地で注目を集めています。
　自伐型林業は、現在多くの自治体で支援が行わ
れており、林業の担い手の増加や地方創生の切り
札としても期待されています。

価値ある森林へ

小さく丈夫な道を作る

自伐型林業の働き方

自伐型林業の道づくり

生活スタイルに合わせた
道��幅:2.5ｍ

切り高:1.4ｍ

山の傾斜

例）シイタケ栽培や木材を使ったワークショップ開催など
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